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Since 2016, Professor Bambang Rudyant and his research team members of Wako University, Professor 
Iwayuki Suzuki, Professor Iwao Kato, Dr Yoko Takafuji and Dr Shintaro Kato, have conducted the disaster- 
prevention education at twelve local elementary schools in Nias Island, Indonesia. This international 
cooperation project has been supported by Japan International Cooperation Agency, JICA, Indonesian 
local public sectors and International NGOs. The survey to check the effects of the educational project, 
mentioned above, showed the effectiveness of disaster-prevention education for all items. For example, all 
children who participated in the disaster education have begun to perceive the characteristics around 
their homes and understood what kind of disaster could be happened. Disaster drills were also conducted 
at all elementary schools participating in the project. This paper compares the first survey conducted just 
before the project began in 2016 and the second survey in 2017, to study the result of project.
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（第 2 回調査）を行った 1）。
　本調査（第 2 回調査）は 2016 年 9 月に実施し





　第 2 回調査の実施期間は 2017 年 4 月 5 日・6
日・7 日・8 日・12 日・13 日であった。調査対象


















くなっている 3）。6 つの小学校のうち 5 校で回答
者は男児の方が多かった。
　6 つの小学校のうち，調査対象者の最も多かっ
た の は SD Negeri 070981 Fodo の 370 人（ 第 1
回調査と同数）であった。一方で最も少なかった
の は SD Negeri 074055 Humene Satua の 91 人











　また，本調査の回答者は 7 歳から 10 歳の児童
が中心となっている（図表 2 参照。第 1 回調査と
同様である）。中でも 9 歳児童が全体の 27.4％，
10 歳児童が 21.3％を占めている。つまり，回答
































SD Negeri 070978 Gunungsitoli 114 53.5 99 46.5 213 
SD Negeri 070980 Moawo 157 53.4 137 46.6 294 
SD Negeri 070981 Fodo 214 57.8 156 42.2 370 
SD Negeri 070986 Ononamolo I lot 85 44.7 105 55.3 190 
SD Negeri 074048 Luaha Bouso 60 52.2 55 47.8 115 
SD Negeri 074055 Humene Satua 50 54.9 41 45.1 91 
総　計 680 53.4 593 46.6 1,273 
図表 1　小学校ごとの回答児童数（男女別）（人数，％）








































6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳
男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子
SD Negeri 070978 Gunungsitoli 1 2 19 14 15 33 44 22 25 21 
SD Negeri 070980 Moawo 1 2 19 32 30 24 49 31 31 33 
SD Negeri 070981 Fodo 1 2 38 31 43 33 61 35 40 34 
SD Negeri 070986 Ononamolo I lot 4 13 16 19 18 20 27 20 22 
SD Negeri 074048 Luaha Bouso 12 10 14 14 11 17 16 9 
SD Negeri 074055 Humene Satua 5 10 7 5 17 14 11 9 
総　計 3 10 106 113 128 127 202 146 143 128 
全体に占める比率（％） 0.2 0.8 8.3 8.9 10.1 10.0 15.9 11.5 11.2 10.1 
学校名
11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 不明
総計
男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子
SD Negeri 070978 Gunungsitoli 4 5 5 1 1 1 213 
SD Negeri 070980 Moawo 20 11 5 3 1 1 1 1 294 
SD Negeri 070981 Fodo 19 16 6 5 5 1 370 
SD Negeri 070986 Ononamolo I lot 7 12 4 5 2 1 190 
SD Negeri 074048 Luaha Bouso 4 5 2 1 115 
SD Negeri 074055 Humene Satua 4 2 4 1 2 91 
総　計 58 51 26 15 12 2 1 1 1 1 1,273 
全体に占める比率（％） 4.6 4.0 2.0 1.2 0.9 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 100 
図表 2　小学校ごとの回答児童数（年齢別）
注 1：自らの年齢を「1 歳」と回答した児童が 1 名あった。同児童の年齢は不明とした。
注 2：児童の割合（％）は小数点以下 2 桁で四捨五入している。このため，総計が必ずしも 100％にならない。以下同じ。
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SD Negeri 070978 Gunungsitoli 86 12 49 64 1 0 212 
SD Negeri 070980 Moawo 55 55 67 111 6 0 294 
SD Negeri 070981 Fodo 112 55 56 138 10 0 371 
SD Negeri 070986 Ononamolo I lot 43 31 21 89 5 0 189 
SD Negeri 074048 Luaha Bouso 32 29 8 43 4 0 116 
SD Negeri 074055 Humene Satua 35 5 2 49 0 0 91 
総　計 363 187 203 494 26 0 1,273 



































































注： 児童の割合（％）は小数点以下 2 桁で四捨五入している。このため、総計が必ずしも 100％
にならない。










　第 1 回調査では，調査対象となった 6 つの学校
のうち 4 つの学校で「地震や津波などの災害につ
いて学んだことがある」と回答した児童の割合が


































　第 1 回調査では，調査対象児童（1242 人）の
うち「避難訓練を受けたことがある」と回答した






指 摘 し た（ 図 表 6 参 照 ）。SD Negeri 070978 
Gunungsitoli と SD Negeri 070986 Ononamolo I 
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第 2 回調査では，「避難訓練を受けた」と回答した児童が全校で 100％に達した。













































































































童 が 237 人 い る（ 児 童 全 体 に 占 め る 割 合 は
18.6％）。そのうち，先生へ連絡する児童は 216






















































































































































むと回答した児童が他よりも多かった SD Negeri 
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所に関しての知識が無かった。とくに SD Negeri 
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図表 13　食料などの備蓄が自宅にあると回答した児童（学校別・百分比）




童 の 割 合 が 高 い SD Negeri 074055 Humene 
Satua では，「洪水 ･ 浸水」の被害を心配する比
率が他よりも大きかった（図表 14 参照）。同様の









































































































　② 第 1 回調査（2016 年 9 月）では，ニアス島
で「災害について勉強したことがある」児童






　④ 第 1 回調査（2016 年 9 月）では，「自宅のあ
る地域の特徴」を「わからない」とする児童
は 24.5％であった。この比率は低学年の児童

































































調査では 4 人に 1 人の児童が「わからない」
と回答していた）。


































2011 年 3 月に日本で発生した東日本大震災にお
いても，昔の言い伝えを元に避難を行った人たち
が助かった事例が報告されている。


































調査Ⅰ」和光大学社会経済研究所『和光経済』第 51 巻第 2
号（所収）。
3） United Nations Population Division, World Population 
Prospects, 2015.
4） 第 1 回調査で，SD Negeri 070980 Moawo も「地震や津波
について勉強したことがある」児童の比率が 55％近く，こ
の設問に対する回答として 2 番目に高い水準に達している。
これに呼応するように，SD Negeri 070980 Moawo の児童が，
自宅の地域的特徴が「わからない」と回答するのは（SD 
Negeri 070978 Gunungsitoli についで）2 番目に低くなって
いる。
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